
(千種区　18.18K㎡）

総数 男 女 世帯数 人口

1 千 種 5,479 8,802 4,494 4,308 △ 25 △ 28

2 千 石 3,997 6,781 3,389 3,392    14    12

3 内 山 5,703 7,876 4,157 3,719 △ 6 △ 8

4 大 和 3,430 6,733 3,318 3,415 △ 9 △ 20

5 上 野 7,364 15,432 7,678 7,754    24 △ 11

6 高 見 7,366 13,480 6,430 7,050 △ 5    25

7 春 岡 6,904 10,914 5,741 5,173    12    4

8 田 代 11,551 22,061 10,623 11,438    2    10

9 東 山 10,485 19,674 9,718 9,956    0 △ 1

10 見 付 4,435 8,135 4,122 4,013    116    112

11 星 ケ 丘 3,505 6,880 3,115 3,765 △ 5 △ 2

12 自 由 ケ 丘 3,515 7,148 3,251 3,897    1 △ 5

13 富 士 見 台 6,463 15,275 7,103 8,172    10    13

14 宮 根 3,843 8,226 3,928 4,298    19    10

15 千 代 田 橋 3,682 8,446 3,963 4,483    13    4

87,722 165,863 81,030 84,833    161    115

87,371 166,070 81,146 84,924    117    54

351 △ 207 △ 116 △ 91 44 61

1,117,913 2,327,557 1,149,614 1,177,943    942    629

3,238,514 7,552,001 3,780,169 3,771,832    1,889 △ 309

出 生 死 亡 自然増減 転 入 転 出 社会増減
98 105 △ 7 1,122 1,000    122

昭和５５年 166,837 平成１２年 148,537

昭和６０年 163,762 平成１７年 153,118

平成　２年 156,478 平成２２年 160,015

平成　７年 148,847 平成２７年 164,696

注）

統計なごやweb版　　http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/67-5-0-0-0-0-0-0-0-0.html
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146,727（平成１１年４月１日）

社会動態

173,598（昭和５０年２月１日）

対前月増減

前月中の
増減内訳

世帯数と人口は、平成27年国勢調査結果確定値を基礎とし、毎月の住民基本台帳人口の異動数を加減して推
計したものである。
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千種区の年齢各歳別人口構成と年齢 3区分別人口の推移 

  令和元年 10 月 1 日現在の千種区の世帯数は対前月比１６１世帯増の８７,７２２世帯となっており、

人口は対前月比１１５人増の１６５,８６３人となっています。今回は平成３０年愛知県人口動向調査結

果に基づいて、千種区の年齢各歳別人口構成と、年齢 3区分別人口の推移を見ていきます。 

 

 

平成３０年10月1日現在の千種区の人

口を年齢各歳別人口構成でみると、7９歳

および７２～７３歳の年代は日中事変や

第二次世界大戦の影響によって、また５２

歳は「ひのえうま」の影響により人口が落

ち込んでいます。 

また、6９～７１歳は第 1次ベビーブー

ムの影響によって、4４～4７歳は第 2 次

ベビーブームの影響によって大幅な出生

増となっています。千種区の人口ピラミッ

ドは、この 2回のベビーブームの影響に伴

う 2 つのふくらみを持つ「ひょうたん型」

となっています。 

 

 

 

昭和６０年から平成３０年の各年１０

月 1日現在の年齢 3区分人口の割合の推

移を見てみます。昭和６０年と平成３０年

を比較してみると、年少人口（15歳未満）

の割合は７.５ポイント、生産年齢人口（１

５～６４歳）の割合は７.３ポイント減少

したのに対し、老年人口（６５歳以上）の

３割合は 1５.０ポイント増加しました。 

詳しく見てみると、年少人口の割合は平

成 1２年まで減少傾向でしたが、以降は横

ばいとなっています。生産年齢人口の割合

は平成 7 年をピークに減少。老年人口の

割合は昭和６０年以降増加を続けていま

す。 

図 1:千種区の年齢各歳別人口構成（平成３０年１０月１日現在） 

図 2: 千種区の年齢 3区分人口の割合の推移（各年 10月 1日現在） 
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